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★
吉
明
さ
ん
へ

　
互
い
に
健
康
に
気
を
付
け
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

★
文
子
さ
ん
へ

　
野
菜
や
た
く
さ
ん
の
花
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

水
稲
　
20
ア
ー
ル

野
菜
　
0.5
ア
ー
ル

栽
培
面
積
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●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円

農業共済新聞でご好評いただいた「もっとおい
しく干し野菜」（右）と「体にうれしい野菜の話」
のハンドブックを、新たに購読申し
込みいただいた方またはすでに購
読いただいている
方で、ご希望者に進
呈します。

購読者様へプレゼント

矢
田
貝 

吉
明
さ
ん
（
69
）

や

た

が
い

よ
し
あ
き

　
　 

文
子
さ
ん
（
62
）

ふ
み

こ

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

（
中
央
上
）東
広
島
市
豊
栄
町
の
横
田
里
枝
ち
ゃ
ん（
8
）と
進
く
ん

（
3
）。「
カ
ー
プ
が
好
き
で
、年
5
回
は
球
場
に
応
援
に

い
き
ま
す
」と
覚
え
た
て
の
カ
ー
プ
の
応
援
歌
を
歌
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
中
央
下
）尾
道
市
美
ノ
郷
町
の
竹
本
和
隆
さ
ん（
49
）と
絵
美

さ
ん（
39
）。昨
年
６
月
に「
古
民
家
Ｃａ
ｆｅ
ヒ
ト
ヤ

ス
ミ
」を
オ
ー
プ
ン
し
、自
家
産
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ

や
パ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
夏
に
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ

や
ト
マ
ト
の『
夏
野
菜
ピ
ザ
』を
商
品
化
し
た
い
」と

話
し
て
い
ま
す
。

さ
と
え

す
す
む

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
掛
金
等
の
現
金
納
入
か
ら
口
座
振

替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行・そ
の
他
の
銀
行
な
ど
で
す
。

　
共
済
掛
金
等
を「
現
金
」ま
た
は「
振
込
」

で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、ご
加
入
内
容

の
確
認
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。



　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
の
第
２
回
通
常
総

代
会
を
、
６
月
10
日
に
広
島
市
南

区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広

島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
１
５
１
人
の
う
ち
1
4
9

人
（
本
人
出
席
84
人
、
代
理
出
席

1
人
、
書
面
出
席
64
人
）
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
計

画
や
業
務
収
支
予
算
等
に
つ
い
て

12
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
農
家
・
地
域

と
の
き
ず
な
を
深
め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
制
度
の
普
及
と
事
業
の
完
全
引

受
け
の
実
現
に
向
け
、
補
償
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
（
代
理
）
田
中 

敏
章 

集
中
改
革
推
進
部
長
、
農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局 

広
島
地
域
セ
ン
タ
ー

平
　
哲
也 

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

03 02

全
12
議
案
を

可
決
承
認

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

　
総
代
会
で
、
安
井
尚
史
氏
（
安
芸
郡

府
中
町
）
が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
29
年
6
月
30
日
ま
で
の
2
年
間
で

す
。 役

員
の
選
任

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた
行迫 政明 総代

（三原市久井町）

渡邉 昭二 組合長理事

広島県農林水産局

田中 敏章 集中改革推進部長

農林水産省 中国四国農政局
広島地域センター

平　哲也 センター長

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運
営
の
意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
す
。
通
常
総
代
会

は
事
業
年
度
ご
と
に
１
回
、
組
合
の
理

事
が
招
集
し
ま
す
。

　
総
代
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
組
合
の
運

営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
早
期
妥
結

を
目
指
し
て
、
日
米
間
で
精
力
的
な
交

渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策
定

し
、
農
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
る
産

業
政
策
と
、
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発

揮
を
促
す
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と
位

置
付
け
、
所
得
の
増
大
と
農
村
振
興
の

実
現
を
目
指
し
て
農
政
改
革
を
推
進
す

る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
基

本
計
画
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
や
飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
に
よ
る

水
田
フ
ル
活
用
な
ど
米
政
策
改
革
の
着

実
な
推
進
を
柱
に
据
え
る
一
方
、
平
成

37
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
を
「
実
現

可
能
な
水
準
に
す
る
」
と
し
て
、
５
ポ

イ
ン
ト
引
き
下
げ
45
％
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
担
い
手
へ
の
経
営
所
得
安

定
対
策
で
は
、
農
業
経
営
全
体
の
収
入

に
着
目
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
検

討
が
明
記
さ
れ
、
収
入
保
険
制
度
の
導

入
に
関
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
あ
り

方
を
含
め
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
収
入
保
険

制
度
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
に
及
ぼ
す
影

響
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
早
け
れ
ば
平
成
29

年
の
法
制
化
を
目
指
す
、
収
入
保
険
制

度
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
導

入
時
の
実
施
主
体
と
な
る
と
の
自
覚
を

役
職
員一丸
と
な
り
信
頼

関
係
の
強
化
を

提出された議案

第１号議案 平成26年度事業報告書、財産目録、
貸借対照表、損益計算書及び剰余金
処分案について

第8号議案 平成27年度余裕金預入先決定に
ついて

第9号議案 損害評価会委員及び損害評価会
支所委員の退任及び補充選任に
ついて

第11号議案 共済規程の一部変更について

第12号議案 役員の選任について

第10号議案 家畜診療所運営委員の退任及び
補充委嘱について

第4号議案 平成27年度役員報酬、顧問料、損害
評価会委員、損害評価会支所委員、
家畜診療所運営委員、損害評価員及び
共済委員等の手当支給額について

第5号議案 平成27年度無事戻金の支払いについて

第6号議案 平成27年度農作物共済特別積立金の
取崩し額について

第7号議案 平成27年度における借入金の
最高限度額について

第2号議案 平成27年度事業計画設定について

第3号議案 平成27年度事務費賦課額及び賦課方法
について
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持
っ
て
、
引
き
続
き
、
農
家
経
営
と
地

域
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
本
年
度
か
ら

３
年
間
、
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未
来
に
つ

な
げ
る
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
本
県
で

は
、
初
年
次
の
目
標
と
し
て
、
総
共
済
金

額
１
兆
４
７
５
4
億
円
を
掲
げ
、
役
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
農
家
・
組
合
員
の
皆
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

特 集 第2回 通常総代会開催第2回 通常総代会開催
農家・組合員とのさらなる接点強化を目指して農家・組合員とのさらなる接点強化を目指して



　
平
成
27
年
度
は
、
業
務
運
営
の
効
率
化
、
合
理
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
現
場
に
積
極
的
に
出
向
い

て
、
農
家
・
組
合
員
と
の
信
頼
関
係
の
さ
ら
な
る
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
損
害
評
価
に
つ
い
て
は
、
被
害
発
生
状
況
の
早
期
把

握
に
努
め
、
評
価
技
術
の
向
上
を
図
り
、
適
正
公
平
な

損
害
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　
収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
、

事
務
費
国
庫
補
助
金
を
主
と
す

る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で

す
。
次
が
事
業
か
ら
受
け
入
れ

る
金
額
で
、
組
合
の
事
業
運
営

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
重
要

な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
役
職
員
の
人
件

費
・
旅
費
の
次
に
事
業
推
進
や

広
報
活
動
の
費
用
が
大
き
く
、

こ
こ
に
は
共
済
委
員
へ
の
奨
励

金
、
加
入
者
粗
品
、
広
報
紙
の

作
成
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
損
害
防
止
事
業
に

要
す
る
費
用
に
は
、
獣
害
等
対

策
費
の
一
部
助
成
や
、
家
畜
共

済
の
疾
病
予
防
事
業
費
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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平成27年度
業務収支予算

総
額
18
億
9
1
6
8
万
円

《 引受規模と共済金額 》
引受目標総共済金額 １兆4,754億円

面　　積
共済金額

頭　　数
共済金額

面　　積
共済金額

面　　積
共済金額

棟　　数
共済金額

棟　　数
共済金額

台　　数
共済金額

2,429,199ａ
160億7,379万円農 作 物 共 済

74,851頭
51億897万円家 畜 共 済

48,440ａ
14億8,805万円果 樹 共 済

31,075ａ
6,178万円畑 作 物 共 済

4,853棟
16億1,472万円園芸施設共済

126,000棟
１兆4,310億円建 物 共 済

11,008台
200億2,553万円農 機 具 共 済

平成27年度
事業計画

役職員の人件費・旅費
事務費
業務費
事業推進や広報活動の費用
事務所等の維持費用など
損害評価に要する費用
損害防止事業に要する費用
税金などの諸税負担
各種引当金繰入
その他
　　　　　　  合　　　計

13億4,437
5,476
1億2

1億1,732
1億844

2,952
4,890
1,922
1,725
5,188

18億9,168

業務支出
前年度からの繰越金

国などからの補助金

組合員から納められる賦課金

損害防止事業で農家から受け入れる金額

預金等の利息

事業から受け入れる金額

各種引当金戻入

事務機器運用等のための積立からの戻入

その他

　　　　　　  合　　　計

77

9億2,782

8,019

1,158

7,071

7億1,998

3,074

1,653

3,336

18億9,168

業務収入
［単位：万円］［単位：万円］

　
平
成
26
年
度
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未

来
を
拓
く
運
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
状
並
び

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
感
謝
状 

●
建
物
共
済
（
個
人
）
　

　
中
川 

伸
一
（
広
島
市
安
佐
北
区
）

　
国
貞 

上
司
（
北
広
島
町
）

　
大
下 

法
甫
（
東
広
島
市
）

　
西
谷 

和
則
（
世
羅
町
）

　
井
領 

福
一
（
神
石
高
原
町
）

　
河
上 

智
登
志
（
庄
原
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　
伊
藤 

里
美
（
廿
日
市
市
）

　
朝
川 

道
哉
（
安
芸
高
田
市
）

　
向
原 

徹
（
世
羅
町
）

　
稲
葉 

正
治
（
福
山
市
）

　
木
村 

英
治
（
庄
原
市
）

平
成
26
年
度

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
を
拓
く
運
動
表
彰

予算額予算額

2015／夏　vol.05

のお知らせ職員募集
広島県農業共済組合では、平成28年度職員採用を
つぎのとおり予定しています。

採用職種及び人数
一般事務職　４名

応募資格　
平成元年４月２日以降に生まれた者で、
４年制大学卒業若しくは平成28年３月
卒業見込みの者

申込方法と受付期限
所定の応募書類を平成27年９月３０
日（水）午後５時までに、広島県農業
共済組合総務部総務課に提出してくだ
さい。なお、郵送の場合は書留又は配達
記録郵便で、封筒の表に「職員採用応募
書類」と記入してください。また、応募書
類は返却いたしません。応募書類を受
付後、受験票を送付します。

農業災害補償法に基づく農業共済事業
の実施に伴う業務

業務内容

勤務場所
広島県内

応募書類
●履歴書（写真添付、連絡先明記）
●卒業(見込)証明書
●学業成績証明書

応募先・問い合わせ先
〒732-0052
広島市東区光町一丁目２番23号
広島県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ広島）
総務部：藤原・西村 1082-262-4711

選考方法
①第一次試験／筆記試験（一般教養）
試験日時：平成２７年１０月２４日（土）
　　　　 午前１０時から
試験会場：広島市内
　　　　 （受験票に記載の場所）
②第二次試験／小論文及び面接試験
試験日時、場所は第一次試験合格者に
通知

詳しい事業内容などは、ＮＯＳＡＩ広島のホームページを
ご覧ください。
http://www.nosai-hiroshima.or.jp

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）



獣
害
対
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

牛
白
血
病
に
対
す
る

取
扱
い
を
見
直
し
ま
し
た

家
畜
共
済

　
こ
れ
ま
で
牛
白
血
病
は
、
農
場
で
診
断

さ
れ
た
場
合
の
み
、
共
済
金
支
払
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
５
月
１

日
以
降
に
出
荷
し
て
、
と
畜
場
で
牛
白
血

病
と
診
断
さ
れ
全
部
廃
棄
と
な
っ
た
場
合

も
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
共
済
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
の
詳
細

は
、
各
支
所
ま
た
は
各
家
畜
診
療
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
関
係
書
類
の
提
出
の
遅
延
や
感

染
拡
大
防
止
措
置
が
不
十
分
な
場
合
、
共

済
金
の
一
部
が
免
責
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診
断
さ
れ
全
部

廃
棄
と
な
っ
た
場
合
は
、
関
係
書
類
が
届

い
た
後
、
3
日
以
内
に
各
支
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

園
芸
施
設
共
済

台
風
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か
？

　
こ
れ
か
ら
台
風
の
接
近
・
襲
来
が
心
配

さ
れ
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
の

破
れ
が
な
い
か
、
筋
交
い
が
固
定
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
の
点
検
・
整
備
を
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
２
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
補
償
を
拡

充
し
ま
し
た
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
備

え
て
園
芸
施
設
共
済
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

　
《
拡
充
内
容
》

①
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充

　
本
体
の
耐
用
年
数
、
時
価
現
有
率
を
見
直

し
、
補
償
価
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

②
農
家
選
択
に
よ
る
補
償
の
追
加

　
復
旧
費
用
の
補
償
を
導
入
し
ま
し
た
。

③
撤
去
費
用
の
対
象
の
拡
充

　
撤
去
費
用
の
補
償
対
象
に
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
を
追
加
し
ま
し
た
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

●
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
い
る
地
域
が

台
風
進
路
の
予
報
円
内
に
入
っ
た
時

点
で
、
新
規
の
加
入
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
掛
金
等
は

期
限
内
に
納
入
く
だ
さ
い

農
作
物
共
済

　
農
家
（
組
合
員
）
の
皆
さ
ま
に
提
出
い

た
だ
い
た
水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票

に
基
づ
き
、
水
稲
共
済
掛
金
等
を
算
出

し
、
「
平
成
27
年
産 

水
稲
共
済
掛
金
等
の

納
入
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
引
受
内
容
確

認
書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
内
容
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

収
穫
前
に
被
害
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
選
択
し
た
支
払

開
始
割
合
を
超
え
る
被
害
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
収
穫
前
に
組
合
へ
被
害
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
の
日
程
や
申
告
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
別
途
各
支
所
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
災
害
】

　
自
然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

【
責
任
期
間
】

　
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は
、
発
芽
期
）

か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

【
共
済
金
の
支
払
】

　
加
入
方
式
が
一
筆
方
式
の
7
割
補
償
の
場

合
、
耕
地
ご
と
に
基
準
収
穫
量
の
３
割
を
超

え
る
被
害
が
あ
る
と
き
に
共
済
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

【
分
割
評
価
】

　
侵
入
防
止
柵
の
管
理
や
肥
培
管
理
の
粗

放
ま
た
は
不
行
き
届
き
、
病
害
虫
防
除
の

不
適
切
な
ど
共
済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ

る
減
収
量
部
分
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の

原
因
に
よ
る
減
収
部
分
は
、
共
済
金
の
支

払
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等
の
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
の

あ
っ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
家
畜
共
済
加
入
組
合
員
を
対
象
と

し
、
交
付
申
請
を
平
成
28
年
2
月
29
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
内
容

お
よ
び
方
法
な
ど
の
詳
細
は
各
支
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・農
作
物
共
済
…
平
成
27
年
10
月
末
日

・果
樹
共
済
…
…
平
成
28
年
１
月
末
日

【
申
請
期
限
】

中
古
の
り
網
を

斡
旋
し
て
い
ま
す

獣
害
防
止
施
設
の

購
入
費
用
を
一部
助
成

　
加
入
耕
地
へ
の
獣
害
対
策
と
し
て
、
捕

獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た
に
購
入
・

設
置
さ
れ
た
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
へ

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
ま
た
は
組
合
員

で
構
成
さ
れ
た
集
団
等

【
対
象
施
設
】
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
対
策
と

し
て
、
新
規
に
購
入
設
置
さ
れ
た
次
の
も
の

①
捕
獲
柵
、
箱
わ
な
（
組
合
の
定
め
る
規

格
基
準
を
満
た
す
も
の
）

②
電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
金
網
、
ネ
ッ
ト
な

ど
の
侵
入
防
止
施
設
資
材

【
交
付
額
】
①
に
つ
い
て
は
資
材
費
の

20
％
以
内
（
３
万
円
が
限
度
）
②
に
つ
い

て
は
２
万
円
以
上
で
購
入
さ
れ
た
資
材
に

対
し
、
資
材
費
の
20
％
以
内
（
３
万
円
が

限
度
。
た
だ
し
、
４
㌶
以
上
加
入
の
組
合

員
等
に
対
し
て
は
10
万
円
が
限
度
）

●
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
示
し

て
い
ま
す
。

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
防
止
ネ
ッ

ト
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
規
格
】
縦 

約
1.5
㍍  

横 

約
18
㍍ 

【
価
格
】
１
枚
　
６
０
０
円

侵
入
防
止
施
設
の

定
期
的
な
点
検
を

　
一
度
設
置
し
た
柵
は
、
こ
ま
め
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
で
、
効
果
の
持
続
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
管

理
で
効
果
の
高
い
対
策
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

建
物
共
済

落
雷
事
故
へ
の
備
え
は

火
災
共
済

　
夏
を
迎
え
、
落
雷
の
多
い
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
毎
年
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、

電
話
機
等
の
家
具
類
へ
の
落
雷
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
建
物
部
分
だ
け
の
加
入

で
は
家
具
類
の
損
害
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
建
物
と
合
わ
せ
て
家
具
類
も
加
入

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は

総
合
共
済

　
近
年
、
風
水
害
・
土
砂
崩
れ
・
雪
害
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
火
災
共
済
だ
け
で
は
な

く
、
自
然
災
害
を
プ
ラ
ス
し
た
総
合
共
済

へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
風
水
害
・
土
砂
崩
れ
・
雪
害
・
地
震
・

噴
火
・
津
波
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
1
万
円
を
超
え
る
損
害
が
支
払
い
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
る
事
故
は
、
損
害
割

合
5
％
以
上
が
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

2015／夏　vol.05

【
納
入
期
限
】平
成
27
年
7
月
31
日（
金
）

収
穫
後
に
被
害
申
告
さ
れ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
収
穫
前
に
被
害

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ご注意
ください！

電気柵の例

雑草が電線に接触しないよう
草刈りと見回りを徹底している
雑草が電線に接触しないよう
草刈りと見回りを徹底している

ガイシは外側に
設置している
ガイシは外側に
設置している

シカ用には、地面から1.8ｍ
の高さを確保している
シカ用には、地面から1.8ｍ
の高さを確保している電

線
は
地
面
か
ら
20
㎝
、40
㎝
の
高
さ
に

設
置
し
て
い
る（
イ
ノ
シ
シ
対
策
）

電
線
は
地
面
か
ら
20
㎝
、40
㎝
の
高
さ
に

設
置
し
て
い
る（
イ
ノ
シ
シ
対
策
）



　
レ
モ
ン
の
新
し
い
価
値
を
探
り
、

「
食
べ
る
フ
ル
ー
ツ
」
と
し
て
の
可
能

性
に
着
目
し
た
、
尾
道
市
瀬
戸
田
町
の

c
i
t
r
u
s
f
a
r
m
s
た
て
み
ち

屋
（
レ
モ
ン
な
ど
1.6
㌶
）
の
園
主
・
菅

秀
和
さ
ん
（
40
）
。
土
作
り
に
重
点
を

置
い
た
栽
培
で
、
糖
度
が
高
く
味
の
濃

い
お
い
し
い
レ
モ
ン
作
り
に
挑
戦
し
て

　
保
険
会
社
に
勤
め
て
１
年
目
で

す
。
顧
客
訪
問
や
電
話
対
応
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
切
で
丁
寧
な

対
応
を
心
掛
け
て
一
人
一
人
と
向
き

合
い
、
早
く
お
客
様
と
信
頼
関
係
を

築
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
個

人
の
お
客
様
だ
け
で
な
く
、
今
後
は

法
人
契
約
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　
私
生
活
で
は
1
歳
の
息
子
の
成
長

が
楽
し
み
で
す
。
元
気
よ
く
遊
び
、

部
屋
を
駆
け
回
っ
て
い
て
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。
休
日
は
家
で
家
族
と
過
ご

す
こ
と
が
多
い
の
で
、
旅
行
し
た
い

で
す
ね
。

い
ま
す
。

　
「
人
が
そ
れ
を
食
べ
た
い
と
思
う
一

番
の
理
由
は
お
い
し
さ
。
お
い
し
い
か

ど
う
か
の
理
由
付
け
と
し
て
糖
度
が
重

要
」
と
菅
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。
時

期
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
通
常
の

レ
モ
ン
の
糖
度
が
10
度
程
度
の
と
こ

ろ
、
12
度
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
菅
さ
ん
は
、
三
次
市
の

平
田
観
光
農
園
に
勤
務
し

て
い
た
時
に
、
瀬
戸
田
町

の
園
地
で
か
ん
き
つ
の
栽

培
管
理
を
任
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
２
０
１
３
年
10
月

に
は
家
族
で
同
町
に
移

住
。
同
農
園
で
の
仕
事
と

並
行
し
て
、
自
身
も
後
継

者
の
い
な
い
か
ん
き
つ
畑

を
引
き
継
ぎ
、
兼
業
で
レ

モ
ン
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
「
瀬
戸
田
レ
モ
ン
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
を

も
っ
と
お
も
し
ろ
く
し
て

い
く
」
と
い
う
決
意
の
も

と
、
昨
年
11
月
に
独
立
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
な
お
い
し
さ
を
求
め
た
ら
、

結
果
的
に
安
全
・
安
心
に
な
っ
た
」
と

菅
さ
ん
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
基
準
に

沿
っ
た
栽
培
で
、
現
在
取
り
組
む
土
壌

改
良
が
進
む
２
年
後
に
は
、
同
町
の
レ

モ
ン
農
家
で
第
１
号
と
な
る
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
認
証
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
レ
モ
ン
は
酸
っ
ぱ
い
も
の
、
レ
モ
ン

に
糖
度
は
関
係
な
い
と
い
う
風
潮
の

中
、
菅
さ
ん
は
「
搾
る
」
「
飾
る
」
に

加
え
、
「
食
べ
る
」
と
い
う
可
能
性
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
「
栽
培
技
術
を
上

げ
、
５
年
後
に
は
栽
培
面
積
を
２
倍
に

拡
大
し
た
い
。
将
来
的
に
は
６
次
産
業

化
も
視
野
に
入
れ
、
第
一
歩
と
し
て
一

次
加
工
所
を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

09 08

地域の話題地域の話題

お
い
し
い
レ
モ
ン

「
食
べ
る
フ
ル
ー
ツ
」に

「定期的に土壌診断をして、畑の状態を把握するよう心掛けています」と菅さん

尾道市

佐
々
木 

美
紀
さ
ん
（
27
）

さ

さ

き

き

み

広
島
市

2015／夏　vol.052015／夏　vol.05

出荷準備をする菅さん。飲食店や個人の出荷先に加
え、これからホームページでの販売も開始する

か
ん

新
ジ
ャ
ガ
お
焼
き

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
南
米
の
ア
ン
デ

ス
高
地
が
原
産
で
、
日
本
に
は
江
戸

時
代
の
初
め
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
伝

わ
り
ま
し
た
。

　
新
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
多
く
は
、
「
男

爵
」
の
早
採
り
で
春
先
に
出
回
り
ま

す
。
実
が
軟
ら
か
く
皮
も
薄
く
食
べ

や
す
い
の
で
、
ホ
イ
ル
焼
き
に
バ

タ
ー
の
せ
、
そ
の
ま
ま
（
小
さ
い
も

の
は
皮
ご
と
）
素
揚
げ
に
し
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人

広
島
市
立
病
院
機
構

広
島
市
立
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

主
任
技
師・管
理
栄
養
士

元
廣 

優
子 

先
生

材料（2人前）

ジャガイモ 2個（300g）
ピザ用チーズ　 大さじ３杯
おきあみまたは、桜えび 大さじ２杯
片栗粉 大さじ２杯
油 大さじ１杯
塩・こしょう 少々

作り方

❶ジャガイモの皮をむきスライスする。
（水っぽくしないためにさらさない）

❷ 容器に❶を入れ、ふたをしてレンジで約
5分加熱して粗くつぶす。（少し形が残る
方がおいしい）

❸粗熱がとれた❷にピザ用チーズ・おきあ
みまたは桜えび・塩・こしょう・片栗粉を入
れて混ぜ合わせる。

❹ フライパンに油を熱して❸を焼く。（中身は
火が通っているので焦げ目がつく程度に）

・ジャガイモの水分が多いときは、片栗粉を増量する。
・桜えびの代わりに青のり・ちりめんじゃこ・すりごま・スキムミルクなどを入れてもおいしい。

ポイント

ジ
ャ
ガ
イ
モ

こ
の
野
菜

私
も
作
っ
て
い
ま
す

ジ
ャ
ガ
イ
モ

一
口
メ
モ

　
豊
富
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
、加
熱
し
て
も
壊
れ
に

く
く
、ま
た
、カ
リ
ウ
ム
も
豊

富
で
す
。

　
保
管
中
、緑
色
に
な
っ
た

皮・芽
の
部
分
は
ソ
ラ
ニ
ン
と

い
う
害
の
あ
る
物
質
が
含
ま

れ
る
の
で
厚
く
皮
を
む
き
ま

し
ょ
う
。

 

地
元
病
院
の
入
院
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る

給
食
の
材
料
を
中
心
に
、ジ
ャ
ガ
イ
モ（
男
爵

ほ
か
）を
２６
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
無
農
薬

で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
野
菜
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、作
業
が
集
中
す
る
大
変
な
時
期
も

メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
生
産
し
て
い
ま
す
。

栽
培
方
法
の
失
敗
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
、翌
年
の
栽
培
に
生
か
せ
た
時
の
喜
び
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。地
元
の
道
の

駅
な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
の
で
、み
な

さ
ん
も
、味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平
井 
利
幸
さ
ん
（
35
）

山
県
郡
北
広
島
町

益
水
興
産
有
限
会
社

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

和気あいあいと栽培に取り組む平井さん（右）とメンバー

ま
す
み
ず

今
回
の
野
菜
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●
春
号
で
イ
ノ
シ
シ
対
策
が
の
っ

て
い
た
の
で
早
速
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
も
植

え
な
い
ゾ
ー
ン
、
イ
ノ
シ
シ
が

好
ま
な
い
作
物
は
、
な
る
程
！

で
す
。
端
ま
で
い
っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
に
植
え
て
金
網
を
し
て
い

た
の
で
、
倒
れ
た
り
寄
り
か

か
っ
た
り
し
て
、
そ
の
す
き
間

か
ら
入
ら
れ
る
事
が
あ
る
の
で

反
省
し
、
や
っ
て
み
ま
す
。

広
島
市
　
Ｆ
さ
ん
（
58
）

●
両
親
が
高
齢
に
な
り
、
田
ん
ぼ

の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
太
田
町
　
Ｓ
さ
ん
（
55
）

●
３
年
間
共
済
委
員
を
し
ま
し

た
。
退
職
後
で
も
あ
り
、
地
域

の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

て
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

府
中
市
　
Ｎ
さ
ん
（
64
）

●
神
石
へ
嫁
い
で
今
年
で
50
年
、

金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回

府
中
味
噌
を
見
て
と
っ
て
も
な

つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

神
石
高
原
町
　
Ⅰ
さ
ん
（
69
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①まっすぐ後ろ
②鶴は千年、○○は万年
③大きな望みやたくらみ
④島や岬に囲まれた海
⑤「雷」の音読み
⑦もともとの意味は「横暴な君主」
⑩読み・書き・○○○○
⑬水に浮く一年草
⑭客がたくさん入ること
⑯成長するとスギナになる
⑰三陸海岸の特徴。屈折の複雑な
　○○ス式海岸
⑲夏の風物詩。鳴き方もいろいろ

①サラダに入れて食べるとおいしい○○ロニ
③かつては豊田郡、現在は呉市○○○○
町。瀬戸内海に面した大規模なリゾー
ト施設がある。
⑥収穫した実に塩をまぶしたり、晴れた日
に干したりして作ります
⑧天変○○に備えて日頃から準備を
⑨人や物を目的の所に運ぶこと
⑪苦労やあれこれとする努力
⑫不朽の名作『○○○とジュリエット』
⑮夏目漱石の『坊っちゃん』に出てくる
　和菓子
⑰対義語は海
⑱食材を煙でいぶす調理法はスモークと
もいう
⑳朝の食事
㉑味醂の読み方。○○ん

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成27年8月14日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて

いただきます。
※いただいたご意見・ご感想を紙面で紹介させてい

ただく場合があります。
※お送りいただいたはがきの内容は、景品の発送と

紙面作り以外の目的には使用いたしません。

今回のプレゼント

①

⑪ ⑬ ⑫

⑮ ⑯

⑭

⑨

②

⑳ ㉑

⑥ ⑦ ⑧ 

③ ④ ⑤

読
者
の
声

⑰ ⑱ ⑲

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント
三次市作木町の「特産品詰め合わせ」

52
円

広
告

前回の答え ※ご応募いただいた898通のはがきの中から厳正な
抽選を行い、30名の方に景品をお届けしました。コイノボリ

　「県内散歩」で訪ねた三次市作木町の川の駅「常清」
から、特産品「天然鮎だし醤油」「はぶ草茶」「柚子味噌」

「ゆずチョコレート」
「特別純米酒 わかた
の酒」を５点セットで
お届けします。

2015／夏　vol.05

375

54

54

54

三次IC

三
次
東
J
C
T・I
C

JR芸備線

JR芸備線

JR福塩線

JR三江線

道の駅
ゆめランド布野

常清滝

JR三次駅

62
62

62

川
の
駅 

常
清

高谷山展望台

江の川
カヌー公園
さくぎ

尾道自動車道

松
江
自
動
車
道

中国自動車道

中
国
や
ま
な
み
街
道 

全
線
開
通

（
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」が
、

名
所
や
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
、学
べ
る
場
を
訪
ね
て

県
内
を
散
策
。

今
回
は
、三
次
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

三次の市街地を一望できる三次の市街地を一望できる
たかたか たにたに やまやま

高谷山展望台高谷山展望台

三次市作木町下作木1537
TEL 0824-55-7020

（営業時間）
 10:00～17：00（10月～４月下旬）
 10：00～18：00（４月下旬～９月）
食事は11：00～14：30（６月～８月は15：30まで）
休業／水曜日（祝祭日、７月、８月はこの限りでは
　　　ありません）、年末年始
http://www.genkimurasakugi.or.jp

初めてでも大丈夫！
自由自在に水の上を
動けるよ！

大自然の中で休日を満喫

江の川カヌー公園
さくぎ

地域の食材がいろいろ入った

三よしのはしっこ
３町おこわ
　三次市北部にある作木町、布野
町、君田町の特産品をおこわの具に
入れ、主に県内で開催されるイベン
トに出品しています。作木産のもち
米を使い、江の川の天然鮎、布野産
の丹波白、干し大根、干ししいたけ、
君田産の霧里ポークの煮豚などを
入れた３種類のおこわです。
　昨年末に考案し、試作を繰り返し
て誕生しました。店内での販売には
数量に限りがありますので、３日前
までの予約をお願いします。

三 次
編

川の駅 常清

展望台からは三次の街並みや江の川、馬洗川、西城川の流れが一望できます。
秋から早春にかけては、晴れの日の朝に「霧の海」が見られます。
展望台からは三次の街並みや江の川、馬洗川、西城川の流れが一望できます。
秋から早春にかけては、晴れの日の朝に「霧の海」が見られます。

「川の駅 常清」の
砂川智子さん（左）と
梶田初味さん（右）

江の川カヌー公園さくぎ
三次市作木町香淀116　TEL 0824-55-7050

（営業時間）8:30～18:00
休業／ 火曜日、年末年始
ゴールデンウィーク、夏休み期間は無休
http://www.genkimurasakugi.or.jp/index.html

川
が
合
流
し
て

日
本
海
に
向
け
て

流
れ
て
い
く
よ

川
が
合
流
し
て

日
本
海
に
向
け
て

流
れ
て
い
く
よ 大

き
な
丹
波
白
と
、

ショ
ウ
ガ
味
の

お
こ
わ
が
印
象
的

大
き
な
丹
波
白
と
、

ショ
ウ
ガ
味
の

お
こ
わ
が
印
象
的

夏
休
み
に
は
カ
ヌ
ー
を

体
験
し
て
み
よ
う
！

インストラクター
福間史教さん
インストラクター
福間史教さん

　未経験の方でもカヌーを安全に楽しめるカヌー体験教室が
あります。インストラクターが丁寧に指導しますので、小学生未
満の方は保護者の方と一緒に2人で、小学
１年生からは１人で乗ることができます。

（要予約）
　園内にはコテージやキャンプ場などの
宿泊施設もあり、バーベキューをしたり水
のすべり台などで遊んだり、大自然の中で
一日中楽しめます。

涼を求めて常清滝にお越し
の節は、川の駅にお立ち寄り
ください。作木町ならではの
お土産品も充実しています。

三よしのはしっこ3町おこわ 680円。
左から鮎、野菜、霧里ポークの具が入り、
それぞれ違った味つけで飽きないおいしさ

じょうせい

きり り

〒７３２-００５２ 広島市東区光町1-15-21
JR広島駅「新幹線口」徒歩5分　私学事業団直営の公共ホテルです

※特典の対象には組合員のご親族も含みます
※割引には一定の条件があります

詳しくはお問い
合わせください tel.082-262-1124

広 島 県 農 業 共 済 組 合  組 合 員 の 皆 様 へ の 特 典

婚礼料理を婚礼料理を 割引いたします割引いたします%%30  5030  50～～

A B C D

B

⑩
A

D

C
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神
石
郡
神
石
高
原
町
上
豊
松

共
済
委
員・損
害
評
価
員

★
吉
明
さ
ん
へ

　
互
い
に
健
康
に
気
を
付
け
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

★
文
子
さ
ん
へ

　
野
菜
や
た
く
さ
ん
の
花
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

水
稲
　
20
ア
ー
ル

野
菜
　
0.5
ア
ー
ル

栽
培
面
積

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所
　安芸高田連絡所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
0826-42-4006

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
　神石高原連絡所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0847-82-2116
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

vol.05

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円

農業共済新聞でご好評いただいた「もっとおい
しく干し野菜」（右）と「体にうれしい野菜の話」
のハンドブックを、新たに購読申し
込みいただいた方またはすでに購
読いただいている
方で、ご希望者に進
呈します。

購読者様へプレゼント

矢
田
貝 

吉
明
さ
ん
（
69
）

や

た

が
い

よ
し
あ
き

　
　 

文
子
さ
ん
（
62
）

ふ
み

こ

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

（
中
央
上
）東
広
島
市
豊
栄
町
の
横
田
里
枝
ち
ゃ
ん（
8
）と
進
く
ん

（
3
）。「
カ
ー
プ
が
好
き
で
、年
5
回
は
球
場
に
応
援
に

い
き
ま
す
」と
覚
え
た
て
の
カ
ー
プ
の
応
援
歌
を
歌
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
中
央
下
）尾
道
市
美
ノ
郷
町
の
竹
本
和
隆
さ
ん（
49
）と
絵
美

さ
ん（
39
）。昨
年
６
月
に「
古
民
家
Ｃａ
ｆｅ
ヒ
ト
ヤ

ス
ミ
」を
オ
ー
プ
ン
し
、自
家
産
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ

や
パ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
夏
に
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ

や
ト
マ
ト
の『
夏
野
菜
ピ
ザ
』を
商
品
化
し
た
い
」と

話
し
て
い
ま
す
。

さ
と
え

す
す
む

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
掛
金
等
の
現
金
納
入
か
ら
口
座
振

替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行・そ
の
他
の
銀
行
な
ど
で
す
。

　
共
済
掛
金
等
を「
現
金
」ま
た
は「
振
込
」

で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、ご
加
入
内
容

の
確
認
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。


